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伊勢の津の津の，津の街見れば

海はしろがね，いらかは黄金

吹くはデ汁鈴の，エー

吹くは．五十鈴の，神の風

伊勢は津でもつ，津は伊勢でもつ

アコギ，ニエザキ松原三里

飛ぶは千鳥の・エー

飛、彊よ千、鳥の，波の花

（写真と文，鳥田義一）


